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回
は
物
理
探
査
の
成
果
か

ら
、
後
円
部
に
男
性
の
政

治
的
・
軍
事
的
首
長
、
前
方
部
に

は
女
性
の
呪
術
的
・
宗
教
的
首
長

が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
紹

介
し
ま
し
た
。 

　
被
葬
者
に
つ
い
て
知
る
も
う
ひ

と
つ
の
手
が
か
り
に
は
、
古
墳
の

形
が
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
前

方
後
円
墳
に
は
、
大
王
（
天
皇
）

の
古
墳
と
よ
く
似
た
「
縮
小
コ

ピ
ー
」
の
よ
う
な
古
墳
が
あ
り
ま
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34.0m

31.0m

31.0m

30.0m

す
。
こ
れ
は
、
大
王
を
は
じ
め
有

力
者
と
関
係
を
結
ん
だ
証
し
と
し

て
有
力
者
の
古
墳
の
設
計
図
を
与

え
ら
れ
、
同
一
の
設
計
の
古
墳
を

造
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
舟
塚
山
古
墳
の
最
新
の
測

量
図
を
も
と
に
検
討
す
る
と
、
奈

良
県
広
陵
町
の
巣
山
古
墳
と
よ

く
似
て
い
ま
す
。
巣
山
古
墳
は

「
葛か

つ
ら
ぎ城
氏
」
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
葛
城
氏
は
大
王
家
と
婚
姻

関
係
を
結
ん
で
い
た
豪
族
で
、
当

時
の
政
権
は
大
王
と
葛
城
氏
と
の

連
合
政
権
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が

あ
る
く
ら
い
の
有
力
者
で
し
た
。 

　
舟
塚
山
古
墳
の
被
葬
者
は
、
大

王
よ
り
も
葛
城
氏
と
の
関
係
が
深

く
、
葛
城
氏
か
ら
茨
城
の
統
治
を

任
さ
れ
た
人
物
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

図
書
館
創
立
１
３
０
周
年

イ
ベ
ン
ト
（
入
場
無
料
） 

歴
史
講
座

常
陸
国
風
土
記

～
編
さ
ん
の
謎
を
解
き
明
か
す
～

日
時
／
令
和
２
年
１
月
16
日
木

　
　
　
午
後
２
時
か
ら 

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室 

講
師
／
黒
澤 

彰
哉
氏

元
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
学

芸
部
長
。
現
在
は
真
言
宗
智

山
派
文
殊
院
住
職
。
著
書
に

「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
常
陸
国
風

土
記
」
が
あ
る
。

申
込
開
始
／
12
月
10
日
火
か
ら

イ
ベ
ン
ト

北
村
薫 

対
談
「
本
と
本
づ
く
り
」

▼
台
風
19
号
の
接
近
で
延
期
に

な
っ
て
い
た
対
談
で
す
（
要

事
前
申
込
）。

日
時
／
12
月
22
日
日

　
　
　
午
後
２
時
か
ら　
　

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室

講
師
／
北
村
薫
（
作
家
）

　
　
　
北
村
暁
子（
新
潮
社
編
集
者
）

始
ま
り
ま
し
た

　
「
新
着
案
内
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

▼
好
き
な
テ
ー
マ
や
作
家
名
な
ど

を
登
録
す
る
と
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
関
す
る
当
館
新
着

資
料
の
一
覧
を
登
録
さ
れ
た

メ
ー
ル
に
週
１
回
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

登
録
方
法
／
中
央
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
蔵
書
検
索
の
「
利
用

者
の
ペ
ー
ジ
」
内
「
新
着
テ
ー

マ
参
照
」
画
面
か
ら
登
録

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
図
書
館
ま

た
は
公
民
館
図
書
室
窓
口
で

仮
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
が
必

要
で
す
。

年
末
年
始
の
休
館
日 

▼
12
月
28
日
土
～
令
和
２
年
１
月

４
日
土
ま
で
年
末
年
始
の
た

め
、
中
央
図
書
館
と
各
公
民

館
図
書
室
は 

休
館
し
ま
す
。

休
館
中
の
返
却
は
中
央
図
書

館
返
却
ポ
ス
ト
へ
。

12
月
の
お
は
な
し
会 

◆
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森　

　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
玉
手
箱
：
７
日
土

定
例
お
は
な
し
会
：
21
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い：12
日
木

◆
中
央
公
民
館

　
午
後
２
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
：
14
日
土

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
＠
図
書
館 

▼
図
書
館
で
古
く
な
っ
た
り
利
用

が
少
な
く
な
っ
た
本
や
雑
誌

を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
13
日
金
・
14
日
土

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
中
央
図
書
館　
読
書
室 

※
持
帰
用
の
袋
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
持
帰
冊
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

ふるさと歴史館企画展
舟塚山古墳とその時代
期間：2 月 2 日日まで
場所：ふるさと歴史館

（総社 1‒2‒10、石岡小学校敷地内）
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

▲左半分が舟塚山古墳、右半分が
巣山古墳

◀中央図書館 3 階に
て、茨城県で初めて再
訪学校を開校した太田
うめ（石川地区出身）
のパネル展示を行って
います。12 月 26 日木
まで。
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い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
南　
台　
菅
野　
憲
枝　

繁
栄
の
歴
史
何
処
か
鳥
渡
る

石　
川　
田
口　
美
子　

秋
風
や
妣
と
揺
ら
れ
て
帆
引
船

三　
村　
田
端　
俊
行　

暴
風
雨
耐
え
し
古
木
の
木
守
柿

細　
谷　
松
﨑　
淑
子　

湖
の
宿
風
に
一
揺
れ
木
守
柿

　
　
旭　
台　
四
日
市
ゆ
み
子

秋
声
や
黄
泉
の
か
け
橋
阿
弥
陀
堂

や
さ
と
俳
句
会

柿　
岡　
野
村　
京
子　

曼
珠
沙
華
咲
く
野
辺
目
指
す
万
歩
計

宇
治
会　
秋
山　
享
弘　

颱
風
に
堪
へ
て
明
る
し
今
朝
の
空

　
瓦　
谷　
石
田　
誠
一
郎

山
の
裾
染
め
て
献
上
柿
熟
る
る

石
岡
短
歌
同
好
会

　
石
岡
市
文
化
祭
短
歌
大
会

若　
松　
酒
匂
川　
孝
治

吾
か
妻
か
い
づ
れ
か
残
り
こ
の
旅

を
し
の
ぶ
日
あ
ら
む
伊
豆
の
夕
映
え

山　
崎　
西
口　
は
ま
子

米
寿
な
る
姉
の
手
作
り
味
噌
な
れ

ば
感
謝
の
ひ
と
椀
今
朝
も
戴
く

東
大
橋　
森　
美
千
瑠　

還
ら
ざ
る
わ
が
歳
な
れ
ど
く
れ
な

ゐ
の
庭
の
山
茶
花
再
び
開
く

八
郷
短
歌
会柿　

岡　
小
林　
渥
子　

亡
き
義は
は母

の
手
に
成
り
し
と
ふ
針

刺
し
よ
縫
ひ
目
は
み
出い

で
て
一
筋

の
髪

月　
岡　
菱
沼　
む
免
子

拾
い
栗
の
籠
の
中
よ
り
蟋
蟀
の
と

び
跳
ね
ゆ
け
り
髭
ふ
る
わ
せ
て

石
岡
俚
謡
会府　

中　
小
川
野　
蛙　

手
縫
い
浴
衣
は　
と
ん
ぼ
の
柄
で

藍
の
地
色
に　
白
く
飛
ぶ

石　
岡　
石
塚　
芳
華　

お
ー
い
と
呼
ん
だ
ら　
返
事
が
き

そ
う　
そ
ん
な
気
が
す
る　
秋
の

雲

川　
又　
前
島　
節
子　

小
さ
い
秋
見
っ
け　
千
年
時
空

　
月
に
揺
れ
て
る　
萩
の
花

南　
台　
秋
野　
も
み
じ

秋
に
待
っ
て
る　
町
内
掃
除

　
汗
を
流
し
て　
草
を
刈
る

杉　
並　
助
川　
浩
史　

仕
舞
い
忘
れ
た　
風
鈴
揺
れ
て

　
調
子
合
せ
る　
秋
の
虫

国　
府　
篠
原　
美
千
代

栗
も
笑
顔
で　
迎
え
て
く
れ
る

　
里
は
味
覚
の　
豊
の
秋

下　
林　
加
藤　
弥
生　

草
の
茂
み
で　
鳴
く
鈴
虫
を

　
独
り
聴
き
入
る　
日
暮
ど
き

　
川　
又　
関　
清
志　
　

気
候
異
変
で　
台
風
一
過

　
百
姓
泣
か
せ
の　
豊
の
秋

府　
中　
稲
田　
す
み　

手
足
伸
ば
せ
ば　
湯
治
の
気
分

　
愛
児
寝
か
せ
て　
仕
舞
風
呂

い
し
お
か
川
柳
会

大　
増　
小
川　
義
隆　

亡
き
母
は
働
き
続
け
愚
痴
言
わ
ず

国　
府　
小
松
崎　
一
枝

隠
し
味
明
か
し
て
な
い
が
実
は
愛

青　
田　
桜
井　
紀
美
子

円
満
の
秘
訣
の
鍵
は
妻
に
あ
る

真　
家　
川
崎　
夫
久　

短
日
や　
耳
に
口
よ
せ　
お
は
よ

う
と　
友
の
情
け
に
う
れ
し
か
り

け
り

大　
塚　
松
岡　
元
義　

鰯
雲
何
や
ら
ゆ
か
し
風
も
な
く

　当会には、池坊・池坊聖流・小原流・古
流松藤会・草月流・龍生派の６流派があり
ます。
　伝統的ないけばなや、自由な発想で生け
る自由花から、自然が奏でる四季折々の草
木を生活の中に取り入れて “心和む” 楽し
いひと時を味わってみてはいかがですか。
 
活動内容 
・秋の文化祭いけばな展：毎年 10 月に開催。
６流派の展示、いけばな体験コーナーなど。

・親子いけばな教室：毎年 11・12 月に月 2
回ずつ実施しています。 
・会員の親睦と研修
年会費：6,000 円 
会員数：13 人

問石岡華道同好会
　（周治洵容）
　℡ 23-7035

  第 15 回
 石岡華道同好会 文化協会だより

俳
句

俚
謡
（
都
々
逸
）

川
柳

短
歌

投
稿
作
品


